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定員 30名です。
先着順とさせて頂きます。

728*1030

2016 年の法要の様子です。大河ドラマで秀次役の新納慎也氏や歴史学者矢部健太郎氏が参加されました。

ロープウェーは有料：朝９時より15分間隔に運行

葦せんべい

葦アイスクリーム

知って得して、見て得して、町の歴史知って得して、見て得して、町の歴史

2017  Vol.25

八幡堀界隈

近
江
八
幡
開
町
の
祖
「
豊
臣
秀
次
」
と
「
八
幡
商
人
」

【
近
江
屋
　
内
池 

宗
十
郎
】（
本
町
）　

　

内
池
家
は
日
野
蒲
生
氏
郷
の
家
臣
内
池
備
後
守
の
一
族
で
、
初
代
宗
十
郎
は
安
土
城
下

に
住
居
し
、
八
幡
山
築
城
と
共
に
移
転
し
、
本
町
三
丁
目
京
街
道
角
地
に
住
居
を
構
え
、
屋
号
を

米
屋
と
称
し
ま
し
た
。
三
代
浄
清（
寛
永
十
三
年（
１
６
３
６
）没
）の
代
に
出
羽
国
天
童
に
出
店
し
、

四
代
浄
薫
（
正
徳
四
年
（
１
７
１
４
）
没
）
の
代
に
瀬
上
に
出
店
し
、
五
代
徳
次
の
代
に
は
兄
弟

の
宗
感（
正
徳
三
年（
１
７
１
３
）没
）が
福
島
に
出
店
し
た
そ
う
で
す
。
瀬
上
出
店
は
明
暦
元
年
（
１

６
５
５
年
）
と
さ
れ
、
出
店
当
初
は
、
酒
造
・
醤
油
・
茶
の
ほ
か
に
呉
服
、
太
物
と
い
わ
れ
る
木

綿
の
織
物
や
麻
織
物
な
ど
を
商
っ
て
お
り
、
貞
享
四
年
（
１
６
８
７
）
に
は
福
島
十
万
石
掘
っ
た

伊
豆
守
正
仲
藩
主
の
御
用
達
商
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、衰
退
し
た
よ
う
で
す
が
、八
代
宗
十
郎
永
年
は
（
岩
倉
の
出
で
養
子
に
は
い
っ
た
）（
宝

暦
十
三
年
（
１
７
６
３
）
〜
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
））
は
瀬
上
近
江
屋
（
内
池
家
）
を
再
興
し
、

足
守
藩
御
用
達
商
人
に
な
る
な
ど
実
業
手
腕
を
発
揮
し
、
内
池
家
中
興
の
祖
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
記
に
よ
れ
ば
、「
元
は
一
軒
な
る
を
今
ハ
五
軒
に
な
せ
り
、
家
業
農
桑
、
呉
服
、
太
物
、
上
、

小
間
物
、
勝
手
方
酒
造
、
醤
油
、
味
噌
、
油
、
在
本
、
質
貸
」
と
な
り
、
天
保
期
に
は
本
家
田
畑

持
ち
高
百
石
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
島
の
豪
商
内
池
三
十
郎
家
も
宗
十
郎
の
一
族
で
す
。

　

ま
た
、
八
代
宗
十
郎
永
年
は
隠
居
後
、
国
学
者
本
居
大
平
門
下
と
な
っ
て
、
瀬
上
・
桑
折
を
中

心
と
し
た
古
学
、
歌
道
の
知
識
人
結
社
「
み
ち
の
く
社
中
」
を
主
宰
し
た
そ
う
で
す
。
多
数
の
著

書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
か
で
も
永
年
が
天
保
九
年
（
１
８
３
８
）
の
七
十
六
歳
の
時
に
記

し
た
「
内
池
家
訓
」
五
十
五
か
条
は
近
江
商
人
の
規
範
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
皇
国
人
者　

為
二
天
神
地
袛
子
一
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
人
倫
義
者
自
備
事
也
（
皇
国
の
人
は
天
地
の
神
の
御
子
な
れ
ば　

君
に
つ

か
へ 

親
に
し
た
が
ひ　

夫
婦
む
つ
ま
じ
く　

老
た
る
を 

う
や
ま
ひ　

幼
を
め
ぐ
み　

友
だ
ち
に
は　

ま
こ
と
を
も
て
ま
じ
は
る　

人
の
道

は　

お
の
つ
か
ら
其
身
に
そ
な
は
る
事
な
り
）◇
神
を
敬
ひ　

身
心
を
磨
き　

生
涯
お
こ
た
る
べ
か
ら
ず
◇
神
者　

人
の
う
や
ま
ふ
に
よ
り

て　

み
い
つ
を
増
給
ひ　

人
は
神
の
特
に
よ
り
て　

運
を
添
と
い
へ
り　

然
者
恒
例
の
祭
祀　

怠
ら
ず
勤
め
べ
し
◇
公
儀
御
掟
を
守　

国

所
の
儀
定　

違
背
べ
か
ら
ず
◇
火
者　

万
物
の
善
悪
の
元
神
な
り　

恐
慎
べ
し
◇
先
己
が
好
所
を
さ
け
て　

お
の
れ
が
嫌
事
を
勤
べ
し
◇

曙
に
起
て　

家
内
外
庭
等
掃
除
い
た
さ
せ
べ
し
◇
日
暮
に
門
戸
を
鎖
さ
せ　

寝
時
は
自
し
ま
り
を
見
と
ど
け　

盗
賊
を
恐
る
べ
し
◇
生
涯

の
功
勲
者　

若
時
に
あ
り　

壱
年
の
働
者
正
月
に
あ
り　

一
日
の
勤
め
は
朝
に
有
と
し
る
べ
し
◇
農
耕　

商　

酒
造　

質
貸
等　

家
業
専

要
出
精
す
べ
し
◇
有
ニ
余
力
時
者　

手
習
学
文
算
術
を
つ
と
む
べ
し
◇
飲
食
者　

麦
雑
飯
魚
菜
を
好
ま
ず
家
内
上
下
一
同
た
る
べ
し
◇
衣

類
者　

手
織
紬
よ
り
以
下　

木
綿
服
た
る
べ
し
◇
女
は　

格
別
と
い
へ
ど
も　

身
分
に
似
合
ぬ
美
服
着
せ
べ
か
ら
ず
◇
家
作
美
麗
営
べ
か

ら
ず
◇
本
宅
土
蔵
建
物
塀
囲
等
無
怠
慢
致
修
復
べ
し
◇
酒
者
病
を
治
め
身
を
栄
し
む
る
た
め
に　

神
の
造
り
賜
ひ
し
物
な
れ
ば
歓
慎
飲
て

身
に
あ
ま
る
程
の
の
む
べ
か
ら
ず
◇
譬
客
人
た
り
と
も　

常
に
は
長
酒
宴
不
可
致
事
ば
歓
慎
飲
て
身
に
あ
ま
る
程
の
の
む
べ
か
ら
ず
◇
一

膳
椀
万
器
物
質
素
用
ひ
美
麗
こ
の
む
べ
か
ら
ず
◇
本
家
分
家
共　

田
畠
を
大
切
に
致
ニ
所
持
一
米
麦
二
年
の
食
料
貯
め
お
く
べ
し
◇
種
籾

毎
秋
撰
穂
に
致
べ
し
◇
一
子
を
養
育
専
要
事　

い
と
け
な
き
も
の　

何
に
て
も　

気
に
い
ら
ぬ
事
を　

い
ひ
き
か
す
る
時　

側
な
る
器
物

な
ど
を
な
げ
ほ
う
り
て
そ
む
ざ
す
を　

疳
の
虫
気
ゆ
ゑ
と
捨
て
お
く
事
は　

親
の
毒
を
ま
す
と
い
ふ
も
の
な
り　

虫
気
な
ら
ば　

灸
を
す

ゑ
薬
を
の
ま
せ　

つ
の
ら
む
様
に
い
た
す
べ
し　

成
人
の
後
気　

儘
も
の
に
な
り
て　

家
を
も
身
を
も　

失
ふ
も
の
な
り　

委
き
教
は　

権
現
様
御
教
訓
書
を
拝
見
す
べ
し
◇
宗
領
た
り
と
も　

情
弱
者
盤
追
退　

二
男
三
男
に
て
も
実
鉢
真
法
者
を
択
て
家
を
継
し
む
べ
し
◇
嫁

娶
は　

淑
女
血
統
を
撰
み　

相
宅
の
貧
き
に
不
拘
縁
を
結
ぶ
べ
し
◇
子
孫
の
嫁
女
は　

婿
の
実
鉢
真
法
と
血
筋
を
撰
み　

貧
富
に
か
か
は

ら
ず　

結
納
を
求
べ
か
ら
ず
◇
若
男
子
な
き
時
は　

家
門
の
内
人
柄
を
撰　

婿
に
取
べ
し
◇
本
妻
の
外　

妾
を
持
べ
か
ら
ず
◇
遊
女
飯
盛

女
等　

妻
に
致
べ
か
ら
ず
◇
家
門
一
族
諸
親
類
隣
家
出
入
の
者
迄　

睦
敷
い
た
し
べ
し
◇
万
堪
忍
者　

一
生
身
を
守
る
大
事
と
し
る
べ
し

　

成
人
の
歌
に　

堪
忍
の
な
る
か
む
に
ん
が　

堪
忍
か
な
ら
ぬ
ん
に
む　

す
る
が
堪
忍　

く
わ
し
く
は　

権
現
様
御
遺
訓
を
拝
見
す
べ
し

◇
富
貴
の
人
に
諮
な
く　

貧
者
に
高
ぶ
る
べ
か
ら
ず
◇
音
信
贈
答
は　

時
宜
に
よ
る
べ
し　

常
例
の
事
は
行
事
帳
に
記
◇
代
参
講
拝
講
先

例
の
外
新
規
加
入
す
べ
か
ら
ず
◇
頼
母
子
無
尽　

加
入
致
ね
か
ら
ず　

尤
無
二
余
儀
一
子
細
あ
ら
ば
家
門
に
致
相
談
其
時
の
宜
に
よ
る
べ

し
◇
公
事
沙
汰
新
規
の
商
売
臨
時
の
買
物
等
者　

先
負
留
登
損
寿
流
事
を
前
に
定
勝
と
利
得
を
後
に
定　

家
門
相
談
の
う
へ
に
て
い
た
す

べ
し
◇
男
女
共　

家
内
に
相
談
な
く
気
儘
に
宮
寺
に
参
詣　

女
独
歩
行
い
た
せ
べ
か
ら
ず
◇
病
人
は　

家
内
一
同
に
誠
心
を
も
て
介
抱
い

た
す
べ
し
◇
灸
治　

怠
慢
な
く
い
た
す
べ
し
◇
か
な
い
子
供
召
仕
者　

都
て　

人
を
不
レ
い
可
レ
致
ニ
打
擲
一　

是
一
大
事
の
こ
と
な
り

◇
本
家
田
畠
持
高
可
レ
為
二
百
石
以
上　

事
◇
本
家
の
主
人
者　

代
々
分
家
の
主
を
弟
共
子
と
も
思
ふ
べ
し
◇
分
家
の
主
は　

代
々
本
家

の
主
を
親
と
も
兄
と
も
思
ふ
べ
し
◇
本
家
分
家
共
に　

田
畠
屋
敷
買
求
候
節
者　

家
門
相
談
の
う
へ
に
て
い
た
す
べ
し
◇
家
屋
敷
田
畠
質

地
書
入　

堅
禁
制
の
事
◇
無
二
分
別
者
に
恐　

喧
嘩
口
論
の
場
に
立
寄
へ
か
ら
ず
◇
遊
芸
不
可
習　

謡
者
格
別
た
る
べ
し
◇
出
居
間
に
寝

伏　

先
祖
よ
り
禁
制
の
事
◇
毎
月
正
月
中　

去
年
の
タ
ハ
タ　

農
業
取
入　

商
売
利
潤
銘
細
勘
定
目
録
相
認
別
家
者　

本
家
致
二
持
参
可

レ
請
二
批
判　

本
家
者
目
録
相
整
其
年
之
得
失
を
別
家
中
に
委
細
に
可
申
談
若
本
家
主
人
若
輩
之
節
者　

分
家
之
老
幼
立
会
勘
定
目
録　

可　

相
整
事　

附
け
た
り　

◇
蔵
書
門
外
に
出
べ
か
ら
ず　
　

右
五
十
箇
条
者　

応
シ
ニ
子
孫
需
二
依
テ
二
尊
神
之
教
訓
二
家
法
ノ
議
定

如
件　
　

天
保
九
年
戊
戌
七
月
七
日　

内
池
宗
十
郎
永
年　

七
十
六
歳
。（
五
十
五
か
条
で
す
の
で
後
は
追
記
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

家
訓
と
い
う
よ
り
人
の
道
を
教
え
る
内
容
と
も
受
け
取
れ
ま
す
。
商
人
と
し
て
の
心
得
に
つ
い
て
も
多
く
網
羅
し
て
い

ま
す
。
本
家
分
家
の
結
束
を
重
視
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
決
算
を
明
ら
か
に
し
て
、
緊
密
な
関
係
に
あ
わ
せ
て
競
争
心

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
跡
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
実
力
の
な
い
長
男
よ
り
も
、
で
き
る
次
男
三
男
を
選
ぶ
よ
う
に
し
、

養
子
の
場
合
は
家
門
の
内
か
ら
入
れ
る
よ
う
に
と
あ
り
ま
す
。
福
島
で
活
躍
し
た
近
江
商
人
内
池
宗
十
朗
、「
内
池
家
訓
」

に
小
さ
い
文
字
で
す
が
触
れ
て
み
ま
し
た
。

 

追
記

一
良
医
を
択
て　

医
術
を
習
ふ
べ
し　

身
を
養
人
を
た
す
け　

忠
孝
ぼ
勤
も
医
を
し
ら
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず

一
剣
術
柔
術
者　

身
の
守
家
の
固
な
り　

若
輩
の
時
師
を
え
ら
み
習
お
く
べ
し

一
夜
道
堅
不
（
レ
）
可
（
レ
）
致
尤
無
レ
根
拠
時
は　

夫
々
供
人
を
可
（
二
）
召
連
（
一
）
事

一
蔵
書
門
外
へ
出
す
べ
か
ら
ず　

此
書
は　

本
居
翁
玉
勝
間
及
閑
田
次
筆
に
も
く
は
し
く
い
ひ
お
か
れ
た
り

又
諺
に
ほ
む
か
す
ば
か
に
か
え
す
ば
か
と
も
い
へ
り

一
為
登
金
其
外
金
子　

弐
拾
両
以
上
之
使
者　

可
為
二
二
人
一
事

以
上
五
十
五
箇
条

一
子
弟
者
共　

寺
山
伏
筆
弟
不
（
レ
）
可
（
レ
）
致
事 

以
上
が
内
池
宗
十
郎
永
年
が
七
十
六
歳
の
時
記
し
た
家
訓
で
す
。
家
訓
と
い
う
よ
り
人
の
道
を
教
え
る
内
容
と
も
受
け
取
れ
ま
す

。
商
人
と
し
て
の
心
得
に
つ
い
て
も
多
く
網
羅
し
て
い
ま
す
。
本
家
分
家
の
結
束
を
重
視
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
決
算
を
明
ら
か
に
し

て、
緊
密
な
関
係
に
あ
わ
せ
て
競
争
心
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
跡
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
実
力
の
な
い
長
男
よ
り
も
、
で
き
る
次
男
三

男を
選
ぶ
よ
う
に
し
、
養
子
の
場
合
は
家
門
の
内
か
ら
入
れ
る
よ
う
に
と
あ
り
ま
す
。

 

    

抽
選
で
5
名
様

　
葦
菓
子
と
喫
茶
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話 

番
号
を

　

    

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

    

抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
７
月
５
日
必
着
）

　

    

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

　

 

    

抽
選
で
5
名
様

　
葦
菓
子
と
喫
茶
券
ペ
ア
を
差
し
上
げ
ま
す

   

◆
ご
希
望
の
方
は
答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話 

番
号
を

　

    

ご
記
入
の
上
、
官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

　

    

抽
選
で
お
送
り
し
ま
す
。（
応
募
締
切
は
７
月
５
日
必
着
）

　

    

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
ご
了
承
下
さ
い
。

　

 

おめでとうございます！おめでとうございます！
答
え…

　
９
代
目

I , K  さん
M ,Kさん
Y.Tさん
T.Sさん
T,Yさん

池田町
西本郷町
堀上町
八幡町
北津田町   　　 

当選者発表

内
池
家
は
日
野
蒲
生
氏
郷
の
家
臣
内
池
備
後
守
の
一
族
で
、
初
代
宗
十
郎
は
安
土
城
下

内
池
家
は
日
野
蒲
生
氏
郷
の
家
臣
内
池
備
後
守
の
一
族
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　※参考文献／近江八幡人物伝　近江八幡郷土史会刊より抜粋　　　

　

         

八
代
目
内
池
宗
十
郎 

永
年
は
近
江
八
幡
岩
倉
町
出
身
で

　

  

養
子
に
は
い
り
、
七
十
六
歳
の
時
に
記
し
た
「
内
池
家
訓

  　

○
○
○
か
条
」
は
近
江
商
人
の
規
範
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

      

て
い
ま
す
。
さ
て
何
カ
条
で
し
ょ
う
。

キャンディのつかみ取りキャンディのつかみ取り

と撮影しましょう！ 焼きそば焼きそば

にて販売にて販売
先着100名様限定先着100名様限定

七夕夏祭り開催！

もちつき大会
つきたてのあつあつお餅をご賞味下さい

午後2時～　
午後4時～　

午後12時～

午前11時～

午後12時～午後1時

午後12時30分～
午後  1時～

フリーマーケット
 　鮎塩焼・天ぷら・

かき氷 など

　　　 

場所 あわ八前場所 あわ八前

場所 西京街道商店街場所 西京街道商店街

焼きそば/生ビール
焼き鳥/ジュース類
フライドポテト 販売
ほっとらいん・よし笛
メドレーミックス・バンド
　　　　　　

輪投げ・射的
スーパーボールすくい・おもちゃ

午前11時～お楽しみ！近江まきまき
（美味しい鉄板焼き）

1枚100円

77
土

11:00～19:0011:00～19:00

とれとれ
 新鮮♬

願成就絵札をご購入いただいた
お客様にもれなく

貼って願いをかなえよう

願成就絵札
（詳しくは裏面を）

京
ち
ゃ
ん

京
ち
ゃ
ん

場所 京街道商店街駐車場前場所 京街道商店街駐車場前

みんな集まれ！

主催 京街道商店街（振）　西京街道商店街　小船木商栄会
共催 八幡学区子供会指導者連絡協議会　近江八幡観光物産協会　近江八幡地区交通安全協会西支部
 近江八幡商工会議所　近江八幡商店街連盟　近江八幡商工会議所女性会　八幡学区自治連合会

　　　　　　観音山憩いの散歩道、四国八十八ヶ所巡りの整備をしています。お手伝い頂ける方を募っています。（連絡先33－2210久郷まで）

 よく冷えた生ビールを

ビアガーデン
     コーナー

参加協力のお願い：

いろんなお店が

   たくさん出るよ
いろんなお店が

   たくさん出るよ

プレゼント!
（お一人様1回限り）
プレゼント!
（お一人様1回限り）

フレッシュ市
　　その他多数出

店予定

　フリーマーケット・イベント広場
午後2時30分～ ほっとらいん・よし笛
午後3時～ ちんどん屋さんパフォーマンス
　　　　　　

100円

千日法要（絵札祈願）  願成就寺14:00～

◆●スタンプラリー●◆◆●スタンプラリー●◆

午後12時～午後1時場所 京街道商店街駐車場前場所 京街道商店街駐車場前場所 京街道商店街駐車場前

（雨天決行）

と
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www.hachimanbori.com

皆様の笑顔と「美味しい」という声を聞きたくて、これ
からも近江牛カレー、近江牛丼を提供させて頂きます。

〒523-0874　近江八幡市小幡町中14
営業時間／9：30～17：00   駐車場有り
定 休 日／無休　   ℡ 0748-33-2334

Cafe
YAMAYA

「美味しいカレーにはワケがある」カレーの
旨さコクを左右する秘密は、タマネギにあ
り、当店のカレーは厳選した国産タマネギ
をじっくり丁寧に 10時間炒めています。

■こだわりのカレー …………………900円■こだわりのカレー …………………900円

かつお節、さば節、昆布の旨味をたっぷり
詰め込んだダシを効かせたタレで本場近江
牛丼を美味しく仕上げました。

■本場近江牛丼 ………………………980円■本場近江牛丼 ………………………980円

地
元
野
菜
の
贅
沢
カ
レ
ー
　　1,300円

京街道商店街入口

市営小幡観光駐車場前 

checkクーポン
特 典

　クーポン有効期限 29年 7月末日

近江牛ビーフカレー900円（税込）が
クーポン持参の方は600円（税込）で
お召し上がり頂けます。クーポン一枚で
５名様有効



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版
KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

瓦版瓦版瓦版瓦版 トマト倶楽部

定員 30名です。
先着順とさせて頂きます。

728*1030

2016 年の法要の様子です。大河ドラマで秀次役の新納慎也氏や歴史学者矢部健太郎氏が参加されました。

ロープウェーは有料：朝９時より15分間隔に運行

葦せんべい

葦アイスクリーム

お誕生日・記念日 花束プレゼント（7月の方） 　3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　  10名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊布の道標 古裂に宿る技と美   細見美術館

＊パリ ・マグナム写真展　    京都文化博物館

＊十人陶色  豊かな色の世界展  

                    滋賀県立陶芸の森陶芸館    

＊井上章一の現代洛中洛外もよう スクラップブック

＊ウォーキング記録マップセット        

40 名様
30 名様

30 名様
20 名様
20 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

8 月 20日迄
9月 18日迄   

9 月 24日迄

2016 年の法要の様子です。大河ドラマで秀次役の新納慎也氏や歴史学者矢部健太郎氏が参加されました。

第 38回豊臣秀次公顕彰法要  平成 29 年７月15日（土）午前11時より  受付９時 30 分よりロープウェー麓駅
　
　豊臣秀次公顕彰法要は昭和 50年代に入って、近江八幡郷土史会や市民有志により、豊臣秀次公の顕彰会が組織されました。
市民や県内外の浄財を集め秀次銅像の原型は成瀬修有氏が制作、八幡公園の一角に昭和 54年 11月に銅像が建立され、翌年
4月に除幕式が行われました。郷土史会が主体となってこれまでは銅像前で法要が行こなわれていましたが、平成 14年から村雲

御所瑞龍寺で誰にでも参加出来る市民ぐるみの顕彰法要となるように、また平成 26
年より実行委員会方式で法要が村雲御所瑞龍寺で執り行われています。近江八幡開
町の祖「豊臣秀次公」市民顕彰の場として多くの皆様のご参加をお待ちしています。
　

　　　

菓子善

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

菓子善菓子善

場所：八幡山 村雲御所瑞龍寺本堂

秀次公法要終了後に昼食会（直会）を下記の
とうり計画しています。併せてご参加下さい。
13 時より郷土料理「喜兵衛」3,000 円です。
お申込み下さい。

   八幡開町
　430年

　村雲御所瑞龍寺本堂

　　　

葦せんべい

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 6月30日迄
洗剤、チケット等 6月30日迄締 切

琵琶湖・西の湖の初夏の太陽を

いっぱい浴びた葦の葉を使った

葦クッキー・葦せんべい

葦アイス・葦シフォンケーキ 等

近江八幡の素晴らしい水郷風景

と共に琵琶湖の環境や、地域を

再認識して頂ける事を願い、

心を込めてお届けします。

手作り感が優しくさらに美味しく

いただけます。

ギャラリースペース新町浜の

喫茶コーナーでは葦のおうどんも

食べられます。

葦のしらべ
・葦クッキー
・葦フロランタン
・葦せんべい

新緑の風と味わいをお楽しみ頂けます！

７月８日観音山祇園さん七夕夏祭りに行こう！ 発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

ロープウェーは有料：朝９時より15分間隔に運行
第 38 回豊臣秀次公顕彰法要  平成 29 年７月15日（土）午前11時より  受付９時 30 分よりロープウェー麓駅
　豊臣秀次公顕彰法要は昭和 50年代に入って、近江八幡郷土史会や市民有志により、豊臣秀次公の顕彰会が組織されました。
市民や県内外の浄財を集め秀次銅像の原型は成瀬修有氏が制作、八幡公園の一角に昭和 54年 11月に銅像が建立され、翌年
4月に除幕式が行われました。郷土史会が主体となってこれまでは銅像前で法要が行こなわれていましたが、平成 14年から村雲

場所：八幡山 村雲御所瑞龍寺本堂

秀次公法要終了後に昼食会（直会）を下記の

〒523-0083　近江八幡市小船木町107
営業時間／不定　　　定休日／不定休
℡ 0748-33-2621

問い合せ連絡先：平日の 10：00～16：00
実行委員会事務局（白雲館・ハートランド推進財団内）
豊臣秀次公法要実行委員会　代表 森嶋篤雄
電話 0748-33-5510
岩戸 090-5066-8241

先着順とさせて頂きます。

　村雲御所瑞龍寺本堂

湖東地方に生まれ、古き時代より

ふるさとの手作りとして育てら

れ、特に当店特製の黒田主、茶玉

は厳選された黒砂糖を主原料とし

た素朴なニッキの香

りがする絶品の飴菓

子です。

是非、ご賞味下さい。

近江八幡市大杉町30-1
TEL.(0748)36-5115（有）


